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下記の件について、官報に掲載されましたのでお知らせします。

なお、直近 日間分の官報は、独立行政法人国立印刷局が提供しているインターネット版「官報」

でご覧いただけます。（ ）

〔告 示〕

○ ぶどう糖の日本農林規格の一部を改正する

件（令和 年 月 日農林水産省告示第

号）

○ ぶどう糖についての取扱業者の認証の技術

的基準の一部を改正する件（同第 号）

○ 飲食料品及び油脂の格付の表示の様式及び

表示の方法の一部を改正する件（同第

号）

○ 持続可能性に配慮した鶏卵・鶏肉の日本農林

規格の一部を改正する件（令和 年 月 日

農林水産省告示第 号）

○ 持続可能性に配慮した鶏卵・鶏肉についての

生産行程管理者の認証の技術的基準の一部

を改正する件（同第 号）
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丸山製茶株式会社 執行役員 品質保証部長 田
た

實
じつ

菜穂子 氏 （文中、敬称略）

［聞き手 協会専務理事 島﨑 眞人］

年の創業から品質にこだわり、様々な

お茶商品の製造に取り組まれ、米国・ を中心

に ヶ国以上の輸出実績がある静岡県掛川市

の丸山製茶株式会社。

今回は、掛川を含む静岡県中西部で生まれた

深蒸し製法や多数取得されている認証、持続可

能性を高める取り組みについてお話を伺いま

した。

島﨑 本日は、お忙しい中お時間を頂きあり

がとうございます。

さっそくですが、創業から現在までの沿革を

ご紹介いただけますか。

田實 創業者である丸山辻松は、米や茶を生

産する農業を営んでいました。生産した茶葉は

通常、製茶会社に販売し、そこで仕上げ加工を

するのですが、「丸共揉切製茶株式会社」での

お手伝いをきっかけに、製茶業を学び、「丸山

製茶再製所」を設立しました。

当時、日本のお茶は輸出が主で、現在の様に

家庭でお茶を飲む習慣ができたのは、高度経済

成長が始まりです。

年になると静岡のお茶の景気が良くな

るのですが、“やぶきた”という品種が栽培さ

れ始め、同じ頃に“深蒸し”という製法が生ま

れました。

島﨑 深蒸し製法とは、どのような特徴があ

るのでしょうか。

田實 お茶の製造工程は大まかに、摘採 収

穫 後に荒茶工場の蒸気で蒸し、揉んで乾燥さ

せるのですが、蒸し時間に特徴があり、浅蒸し

や普通蒸しが 秒であるのに対し、深蒸しは

その 倍の 秒以上蒸します。

蒸し時間が長い理由には、お茶栽培の環境が

関係しており、良質なお茶ができる環境は、朝

霧の出る山間で川沿いにあることが多いので

すが、山間に比べ日照時間の長い牧之原以西で

は茶葉が成長しやすい環境になります。日照時

間が長くなると、そのぶん茶葉に厚みが出るた

深蒸し製法の誕生

イ ン タ ビ ュ ー
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▲ 丸山製茶㈱ 田實部長
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め、短い蒸し時間では十分に蒸すことができず、

苦みや渋みが強くなってしまいます。そこで、

通常より長く蒸すことで、苦みや渋みが抑えら

れる一方、まろやかでコクのある味わいに仕上

がります。

島﨑 なるほど、牧之原台地のような日照時

間が長い環境で栽培したのが、深蒸し製法の誕

生のきっかけになったのですね。

田實 そうですね。栽培していた品種“やぶ

きた”が深蒸し製法に向いていたということも

あります。

島﨑 荒茶 蒸しから揉みまでの工程を終え

た茶葉 の選別・選定を熟練の茶師が行ってい

るそうですが、どのような作業をしているので

しょうか。

田實 茶師は荒茶を火入れし、原料をブレン

ドします。一般的に荒茶の段階で水分が ％程

度あるのですが、火入れで ％程度まで乾燥さ

せ、焙煎で香りづけをします。出来上がった原

料をブレンドして、どういった味わいを出すの

かが技術的に求められています。

熟練の茶師というとお年を召した方のイメ

ージをもたれますが、当社では 代の若い社

員が従事しています。昔は先輩について 歳

から下積みが長くあったのですが、味覚のセン

スが問われる職なので、味に興味関心があって

追求できる方が向いています。技術を競うよう

な大会に品評会がありますが、 代の社員で

入選している者もおります。また、技術だけで

なく、生産者の方と協力体制を築いて情報交換

をすることも大切だと思います。

島﨑 若い方は定期的に入社されているの

でしょうか。

田實 当社の業績が良く、事業規模も大きく

なってきているので、途中入社も含め社員の増

員計画もあり、ここのところ増えています。

島﨑 メディアでよく、海外で抹茶がブーム

になっていることを見聞きしますが、実際いか

がでしょうか。

田實 抹茶が海外ですごく人気になってい

ます。抹茶の原料を“碾茶（てんちゃ）”と言

いまして、蒸した後に揉まずに、そのまま乾燥

させたものになります。この碾茶を粉砕させた

ものが抹茶です。

日本で抹茶を使ったお菓子やアイスはあり

ますが、使用するのは ％程度です。海外の方

はプロテインのような形で飲まれているそう

で、ミルクに沢山混ぜたり、抹茶をそのままシ

ェーカーで飲まれたりしています。国内でも売

れ行きが伸びていますが、海外からの観光客の

インバウンドでの購入が大きく、個人で 万

円から 万円単位の高額な購入をされる方

もいるというお話も耳にしますね。

茶師は生産者との情報交換も必要

海外需要の大きい抹茶

▲ 左が煎茶 右が碾茶
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島﨑 抹茶の飲み方が独特ですね。ただ、急

に需要が増えると嬉しい反面、心配な部分もあ

るのではないですか。

田實 抹茶の需要が急激に増えることで、品

質の低下を懸念しています。お茶の生産は長期

的で時間も費用もかかるため、価格と流通のバ

ランスを考える必要があります。

現在、有機の碾茶の価格は上がっていますが、

この動向が一過性のブームで終わってしまう

のではなく、持続可能な生産をしていかなけれ

ばならないということが課題です。

島﨑 有機 の取り扱いはどのくらいあ

るのでしょうか。

田實 仕入れ量になりますが、今は 割から

割がオーガニックのお茶になっています。

島﨑 ヶ国以上の輸出実績がある御社で

すが、国によって求められる品質に違いはある

のでしょうか。

田實 オーガニックの取り組みが始まった

やアメリカは品質に関して厳しいですね。

東南アジアはそれほど厳しくはないと感じま

す。

島﨑 有機 認証だけでなく、 （ハ

ラール１）認証や （コーシャ２）認証を

１ ハラールとは、イスラーム法によって「許されたもの」を意味します。神が創造したものは基本的にハラール

であり、例外的に禁止されているものがあると考えられています。例えば、野菜、果物、魚類、水は原則として

ハラールであると考えられていますが、有毒なものなどは除かれます。
２ コーシャとは、ユダヤ教における食物戒律です。ユダヤ教の宗教指導者は「ラビ」と呼ばれ、食事規程に準じ

てコーシャ認証を与える権限を有しています。食物戒律として、コーシャの食事規程では、「食べて良いもの」、

「食べてはいけないもの」を厳格に区別しています。主に、動物に関して以下の つの規定があります。

（ア）食べて良い動物種 （イ）適切な屠殺方法 （ウ）適切な調理方法

取得されていることにとても興味があるので

すが、取得に際し難しい部分はありますか。

田實 基本的に海外の取引先のリクエスト

に基づいて取得しています。有機 や で

すと、規格や から気をつけるポイントが明

記してありますが、 認証や 認証

ですと聖典にはそういった基準はなく、また解

釈も人によって非常に異なるため、 ポイン

トを抑えることが難しいです。取得自体は原材

料に豚由来やアルコールの取り扱いがないの

で、お茶会社は取得し易いと思います。

島﨑 お茶の世界とは無縁のように感じま

すが、認証は必要なのでしょうか。

田實 インドネシアは 認証のリクエ

ストが特に強く、ムスリムの方だけでなく、ク

リスチャンやブッディスト、ヒンドゥーなど

様々な方がいらっしゃるので、マークがついて

いた方が見分けやすく、消費者が商品を選択で

きるようになるということで必須になってき

認証と 認証

▲ インタビューの様子
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ています。

また、ムスリムの方は同じ製造エリア、倉庫

に 製品とそうでない製品が一緒にある

ことを心情的によく思われません。お茶なので、

禁じられた原材料が使われていないことはわ

かっているけれど、区分けなど理解して製造さ

れているという意味合いでもマークを付けて

ほしいと要望されています。 製品保証実

施機関（ ）が設置され、政府が認めた認

証機関でないと 認証が取得できないた

め、今後インドネシアは厳しくなるということ

は言われてきています。

島﨑 有機 を取得したことによる変化

や有機 が果たす役割、有用性についてお考

えを聞かせください。

田實 有機 は環境負荷を考えるという

側面が非常に強く、環境を考える意識づけの一

つになると思います。協力してくれている生産

者さんも一緒になって有機 の認証取得を

目指し、環境に配慮した地域のアピールができ

るということは非常に良いことと考えていま

す。当社においても現在、自社のものだけでな

く、取引先の生産者さんが廃棄する農産物を堆

肥化、還元してまた栽培されたものを製品化す

るような、循環型の取り組みも始めているとこ

ろです。掛川市でも有機の認証自体を広めてい

く取り組みが増えていると聞いています。行政

のみどり戦略も力を入れているので、日本も変

わってきたなと感じますね。

島﨑 環境に馳せる思いが、日本でも少し強

くなってきたと思います。ヨーロッパやアメリ

カでは有機のものが非常に受け入れられてい

るのに、日本ではなかなか進まない状況にあり

ます。個人的な感覚ですが、先進国と言われる

国ほど農業国が多く、自給率も高いですが日本

はまだまだです。自給率の高い先進国は都心か

ら車で少し走ると農場や牧場があったりしま

すが、東京から 時間走ってもそういった景色

は見えない。実際に作物が育っていく場面を見

る機会が少ないので、有機というものにピンと

こないのではと思います。

田實 そうですね。一般消費者の認識ですと

無農薬で栽培した作物というところにフォー

カスされがちですので、子供のころから有機の

ものに触れて、自分たちが食べているものがど

ういう環境で栽培されているものなのかを知

るきっかけが沢山あると良いと思います。

島﨑 有機の学校給食が増えつつあります。

給食で提供するだけの品目を集めるのが難し

いですが、周囲の有機の事業者に声をかけて協

力体制を作ったり、自治体の首長で熱心な方が

増えてきたりしており、我々も有機の素晴らし

さを訴えていきたいと思います。

本日は貴重なお話をお聞かせ頂き、ありがと

うございました。

有機 の果たす役割と取組み

▲ 協会 島﨑専務
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7 月 29 日に開催された林産特別セミナーより、 

井上 睦月 氏（協和木材株式会社 山林部山林課）の講演概要をお届けします。 

※記事中の写真や図は、井上氏の資料から使用させていただきました。 

 

協和木材株式会社（以下、協和木材）は、東

京都江東区に本社を構え、主に住宅用建材の製

材、素材生産、製品販売を行う従業員 335 名

（令和 5年 12 月時点）の会社です。 

今年で 53 期目を迎える同社は、良材

「八溝（やみぞ）杉」の産地である八溝

山系に位置する福島県塙町で素材生産

業から始まりました。他の製材会社と比

較して、川上（素材生産業）事業の比重

が大きい会社です。 

工場は全国的にみて人工林面積が大

きい福島県、山形県及び秋田県で 5工場

が稼働しており、国産材のみを使用した

製材づくりと川上から川下まで一貫し

た事業体制を展開していることが特徴

です。 

図 1のとおり、通常は森林所有者から素材業

者、市場、製材会社、商社を通じてハウスメー

カー等に提供される木材ですが、協和木材では

素材業者、製材会社、商社の役割を自社内で完

結させることで、よりシンプルで効率的な流通

経路を確立しています。これにより、効率的な

製品の生産や安定的な木材の供給を可能にし

ています。 

国内では、製材用動力の出力規模 300kW 以上

（＝年間原木消費量 1 万 m3以上）の大規模製

材工場は 12％を占め、これらの大規模工場が

原木消費量のほとんどを担っています。協和木

材は、大規模工場の中でも特に出力規模の大き

い1,000kW以上の工場2％のうちの1社に該当

します。 

協協和和木木材材株株式式会会社社のの概概要要  １ 

図 1 協和木材の事業体制（一貫体制について） 

▲ 講演される井上氏 

おおどどろろ木木  桃桃ノノ木木  山山椒椒のの木木  

ＪＪＡＡＳＳ協協会会主主催催  林林産産特特別別セセミミナナーーよよりり  

協協和和木木材材ににおおけけるる集集材材のの変変遷遷とと  
今今後後のの展展望望  
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平成 18 年の JAS 法改正により、様々な JAS

を制定できるようになり、当社でも早い段階か

ら JAS 認証を取得しました（図 2）。 

JAS 認証を取得することで、第三者機関によ

る規格や品質の保証が得られるため、ユーザー

にとって「間違いのない製品」を選ぶための重

要な目安となります。 

また、厳格な基準を求められる JAS に適合す

る製品を製造できることは、建造物の部材を手

がけるメーカーとしての責任を証明するもの

であると考え、当社では積極的に JAS 認証の取

得に取り組んでいます。 

JAS 格付品の製造には一定のコストがかか

るため、負担に感じるメーカーも少なくないか

と思います。しかしながら、ユーザーからの信

頼を得られるという点において、そのメリット

はデメリットを大きく上回ると実感していま

す。 

JAS 認証は、量産製品の品質を客観的に証明

するために、欠かせない存在だと考えています。 

 

 

（1）国産材のこだわり 

協和木材は、①木材製品の需要を拡大させ、

②森林所有者への還元を促し、③森林資源の価

値を向上させること、この 3つの要素の循環を

成立させることを企業目標としており、この目

標に向けて事業を行う中で、最終的には国内の

環境保全や国内の林産価値の工場へと繋げて

いきたいと考えています。 

このような考えのもと、外国の資源ではなく、

国産材にこだわり使用してきました。 

また、国内の資源をただ使うのではなく、地

域の森林資源の中でも供給量の多い樹種に合

わせて製品を作ることが輸送コストや製材の

面で必要不可欠と考え、取り扱う樹種を資源の

変遷に合わせて変えてきた歴史があります。 

資源に合わせた製材と需要に合わせた製品

の提供を追求することが、製材量の拡大に繋が

っています。 

 

（2）2 通りの集材方法 

昨年の協和木材の製材量は、568,827 ㎥／年

でした。ひと月に換算すると約 47,400 ㎥／月

となり、大型トラック 2060 台分となります。

これだけの木材を一貫体制で、どのように集材

しているのでしょうか。 

協和木材では、コストの削減と安定的な集材

のため、2つの方法が採られています。 

1 つ目は、「「直直接接営営業業にによよるる集集材材（（＝＝山山林林集集

JJAASS 認認証証のの取取組組みみ  ２ 

国国産産材材製製材材とと原原木木集集材材  ３ 

図 2 JAS 認証への取組みの歴史 

▲ 会場の様子 
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材）」です。通常であれば素材業者が森林所有

者から立木を購入するところを、協和木材の営

業担当が森林所有者と直接交渉し立木を購入

します。次に、自社グループの素材業者に伐採

作業を依頼し、造材したものを現場から同社工

場に直接入荷します。山林集材は、①自社営業

のため入荷量の予測管理がしやすい、②安定的

な集材が可能、③市場にない特殊な材長であっ

ても造材が可能といった利点がります。

実際に、自社グループの伐採組織があるため

に、集成材やツーバイ材（2×4工法に使われる

材）の導入に当たっての生産のハードルは他社

に比べても低いものであったと思います。

2つ目は、「素材営業による素材収集（＝素

材集材）」です。この方法は、通常の木材流通

とかなり近いもので、通常であれば素材業者か

ら市場、製材工場へと木材が流通するところを、

協和木材の担当者が市場から原木を入札・購入

し、同社工場へ直接入荷します。素材集材は、

①容易に集材量を確保できる、②自社グループ

内の輸送業者に依頼することで輸送コストが

削減できる、といった利点があります。

素材集材は、山林集材に比べコストは大きい

ものの、原木が入荷するまでの時間が短く、確

実に集材可能です。2 つの集材方法の比率は

1:1 で、現在入荷量の約半数を自社グループ内

で素材生産できています。

（3）山林集材を可能とする 3 つの要因

林業の人手不足が問題視される中、なぜこれ

だけの量を集材できるのでしょうか。そこには

3つの要因があります。

1つ目は、山林集材を支える「協栄会」の存

在です。協栄会は、継続的な作業の代わりに専

属的、優先的に山林集材で購入した立木を伐採

する自社グループの伐採組合です。現在、協栄

会には 27業者（法人 11 業者、一人親方 16 人）

が所属しています。2020 年における福島県、栃

木県及び茨城県の素材生産量のうち、協栄会が

伐採した素材生産量は全体の約 15％を占めま

す。これほど伐採可能量の高い伐採組織を抱え

ていることが、膨大な量の山林集材を行う要因

の 1つとなっています。

2つ目は、伐採方法の変化です。針葉樹の伐

期は 55 年からと言われており、現在、立木の

多くが皆伐期に入っています。皆伐現場は間伐

図 3 山林集材と素材集材
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現場より 1 現場当たりの出材量が多くなるた

め、今は木材を集めやすい期間に入っているこ

とが要因の 2つ目です。 

3 つ目は、国国内内のの森森林林蓄蓄積積量量です。全国の森

林蓄積量の推移をみると、平成 24 年から令和

4年までの10年で人工林蓄積量が1.16倍に増

加しており、約 5千万㎥／年蓄積している計算

になります。また同時期の国内素材生産量（＝

伐採量）は、約 2千万㎥／年であったことから、

蓄積量に対して伐採量が追い付いていない現

状にあり、歴史上最も森林量を持つ段階に入っ

てきていることになります。 

このように、使うべき森林資源が毎年増加し

ていること、伐採方法が変化して一現場当たり

の出材量が増えたことに加え、協和木材が伐採

可能量の高い伐採組織を抱えていることが、56

万㎥／年という製材量の半数の山林集材を可

能にしている大きな要因です。 

 

 

世界各地で気候変動や自然災害等の課題が

深刻になる中、持続的な開発目標である SDGs

に向けた貢献が、どの業界においても求められ

る段階に入ってきています。 

協和木材では、林業は「再造林率の向上」を、

製材業は「CO2 排出削減」をそれぞれの課題と

捉え、解決に向けて取り組んでいます。 

再造林率の向上に向けては、素材業者及び住

友林業フォレストと共同で造林組合「ウエル造

林」を設立しました。素材生産業者が再造林す

る際に造林補助金の申請がネックとなります

が、この申請関係を住友林業フォレストが処理

することで再造林を円滑にする狙いがありま

す。また、森林所有者の利益よりも造林費用が

高いことや労働者不足の課題に対し、ウエル造

林では、森林所有者の負担や労働者の負担軽減

のためスギの特定大苗を使い、下刈り回数削減

に向けて取組みを始めています。 

 
図 4 スギの特定大苗植付の取組み 

CO2 排出削減に向けては、太陽光パネルを向

上屋根に設置し、令和 5年から発電を開始しま

した。製材工場で CO2を排出する主な要因は稼

働電力で、協和木材塙工場においては、年間排

出量のうち 88％が稼働電力によるものでした。

昨年度から開始した太陽光発電によって約

12％の CO2排出量削減に成功しています。この

ほかバッテリー式フォークリフトの導入を予

定しており、「2030 年までに CO2排出量ゼロの

製品づくり」を目標として引き続き取り組んで

いきます。 

 

最後に、協和木材は、製材業×林業を通して

森林資源の活用・需要拡大に努めてきました。 

資源の活用は国内の環境保全に直結するた

め、「協和木材ならでは」の貢献を今後も行っ

ていきます。 

 

今今後後のの展展望望  
SSDDGGss へへのの取取組組みみ  ４ 
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農林水産省「こども霞が関見学デー」 

ＪＡＳと一緒にお買い物上手になろう！ 

JAS 室では、「JAS ってなんだろう？」をテーマに、自

由参加型の企画を用意して子供たちを迎えました。 

ブースでは、まず子供たちが JAS マークについて学

びます。その後、初級・中級・上級の中から挑戦したい

ミッションを選びます。ミッションに沿って会場内の

食品売り場で JAS マークのついた食材を探し、選んだ

食材をスタッフと一緒に確認します。 

見事に正解した子供たちには、「JAS 達人」の認定証

が手渡されました。 

今年も「「どもも霞が関見学デー」「 8 月 6 日 水）～

7日 木））が開催され、農林水産省には夏休み中の子

供たちが大勢やってきました。 

「どもも霞が関見学デー」は、文部科学省をはじめ

とした府省庁等が連携して、業務説明や省内見学なも

を行うどとにより、親子の触れ合いを深め、子供たち

が夏休みに広く社会を知る体験活動の機会とし、府省

庁等の施策に対する理解を深めてもらうどとを目的

として、平成 12 年度から実施されています。 

▲ まずは JAS を知るどとから 
▲ ミッションを選ぶ 

▲ JAS マークがついた食品はもれかな？ ▲ 認定証をもらって嬉しそうな子供たち 
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▲ 展示コーナーでは、実際の製品を手に取

り、JAS マークの表示を確認するどとが

できます。「「JAS マークあった！」の声が

会場にいくつも響きました。

▲ 国産の木を使った

スプーンを作り

その他のブース

▲ 道具や説明から

養蜂を学びます

▲ 錦鯉の展示

JAS にも用語の規格があります！

▲ VR で棚田をのぞいてみよう！

農業や農村がもたらす『恵み』

を学びます

▲ 顕微鏡や光を使って

葉っぱの葉脈を観察

 林野庁、水産庁、農村振興局なも）
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月 日、東京都日本橋小網町にあ

る「醤油会館」にて、「しょうゆミニフ

ェス 」が開催されました。

日本橋小網町や蛎殻町周辺は、江戸

時代から舟で運ばれてきたしょうゆの

荷揚げ地として発展し、多くのしょう

ゆ蔵（倉庫）が並ぶ“しょうゆの町”と

してにぎわっていました。

その歴史ある町に建つ「醤油会館」には、 の登録認証機関

である（一財）日本醤油技術センターをはじめ、複数のしょうゆ

関連団体が入居しており、ふだんは一般の方が立ち入ることのできない、いわば“しょうゆの情

報発信拠点”となっています。

今年、醤油会館で初めて開催された夏祭り「しょうゆミニフェス 」では、しょうゆについ

て「知る」「体験する」「味わう」ことができる、楽しく充実したイベントが盛りだくさん。夏休

みが始まったばかりのこの日は、子供達を始め多くの来場者でにぎわいました。

醤油会館に行ってきました

しょうゆミニフェス

全国醤油品評会 一般公開

１．

しょうゆ

ミニフェス

▲ 諸味搾り体験

▲ しょうゆ金魚すくい

▲ 種のしょうゆの味見体験

珍しい「白醤油」

や「再仕込醤油」

もお試しあれ！

ググっと押して、

しょうゆを搾るよ

▲ 醤油会館入口付近の様子

仕出し弁当などで

おなじみのしょうゆ

金魚がカラフルに‼
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全国醤油品評会は、しょうゆの品質向上と表示の適正化を図り、消費

者の皆様に良質のしょうゆを提供し、合わせて業界の健全な発展に寄与

することを目的として、日本醤油協会が主催し、昭和 年から毎年開

催されています。

第 回目を数える今年度も、各メーカーから 点のしょうゆが出

品され、色と香りによる第 次

審査（ 月 日）、色、香り、

味による第 次審査（ 月 日）を経て、「農林水産大臣

賞」、「農林水産省大臣官房長賞」、「優秀賞」を決定す

る第 次審査を待つばかりです。

ところでこの品評会では、「全国から出品されたすべて

のサンプルを官能評価」できる一般公開というとてもユニ

ークな取組が行われています。 月 日に前述の醤油会

館で行われた一般公開の様子を写真でお届けします。

２．

全国醤油品評会

一般公開

▲ 受付の様子

／事前予約なしで入場できる

▲ 共通ボトルに入った製品が並

ぶ会場／出品リストを片手に

しょうゆを試す来場者たち

▲ 市販されている容器・包装での展示

／官能検査で興味を持った製品の銘柄

などを確認できる
▲ 赤いシールのボトルは一次

審査を通過した製品（５０本）

■ 受賞について

月 日に、上位 賞（農林水産大

臣賞・農林水産省大臣官房長賞 合計

本）が発表されます。

■ 過去の受賞者

しょうゆ情報センターの には、昨

年の品評会の詳細や歴代の農林水産大

臣賞受賞者の情報が掲載されています。

■ 品種別、製造方式別の出品数

品種
製造方式

合計
本醸造 混合醸造 混合

こいくち

うすくち

たまり

さいしこみ

しろ

合計
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令和 7年 7月 29 日に、第 1回日本版包装前

面栄養表示に関する検討会が開催されました。 

以下に検討会の概要をお伝えします。 

議議    事事  

1. 日本版包装前面栄養表示の様式について 

2. 日本版包装前面栄養表示ガイドライン
（案）について 

3. その他 

開会に先立ち、消費者庁 井上審議官より、

令和 5 年度から始まった本検討会の審議内容

を踏まえて、今年度は日本版包装前面栄養表示

の様式を決定しガイドラインの策定に向けて

取り組んでいきたい、構成員の皆様の忌憚のな

いご意見をいただきたいという挨拶がありま

した。 

本検討会の議事に入る前に、日本版包装前面

栄養表示に関するこれまでの検討状況の振り

返り及び日本版包装前面栄養表示に関する検

討の方向性（案）について、消費者庁 食品表

示課 松山課長補佐から説明がありました。 

今後の検討の方向性としては、以下の 2点が

了承されました。 

① 日本版包装前面栄養表示の様式については、
これまでの検討会での議論及び様式に関す

る消費者アンケートの結果を踏まえて決定

する。 

② 日本版包装前面栄養表示ガイドラインにつ
いては、「我が国における包装前面栄養表

示の検討の方向性」及び「日本版包装前面

栄養表示ガイドラインの記載方針」を踏ま

え、本検討会で議論し作成する。 

■ 日日本本版版包包装装前前面面栄栄養養表表示示のの様様式式ににつついいてて  

 

松山課長補佐より、本年 6月に実施された様

式等に関するアンケート調査の結果報告があ

りました。 

アンケート対象者は満 18 歳以上 69 歳以下

の男女それぞれ 5,000 名ずつ、合計で 10,000

サンプルが回収され、結果が取りまとめられま

した。設問の内容は、6つの様式案の読みやす

さ、わかりやすさに関すること及び様式案中

の％表示の意味を伝える上で最もふさわしい

文言を選択するもので、様式は以下が支持され

ました。 

 

【【委委員員かかららのの意意見見・・質質問問】】  

・消費者アンケートの結果選択された様式に

ついて支持する（賛成多数）。日本人にとっ

て食塩相当量を注意喚起しなければならな

いということが伝わる様式であると思う。 

・様式中の％表示の意味について「1日の摂取

目安に対する割合」というわかりやすい表現

になって良かったと思う。 

・様式案に記入されている数字は 2桁だが、エ

ネルギーについては 3 桁の数値になること

も大いに見込まれる。フォントの大きさ等、

消費者庁 日本版包装前面栄養表示に関する検討会（第 1回） 

日本版包装前面栄養表示の様式が決定  

（資料 4より） 
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どのように示していくのか今後検討してほ

しい。 

→（消費者庁）今後、最終的な案をお示しす

る際に提案したい。 

・（議長まとめ）事務局から提案されたものを、

日本版包装前面栄養表示の様式として決定

したい。 

 

■ 日日本本版版包包装装前前面面栄栄養養表表示示ガガイイドドラライインン（（案案））
ににつついいてて  

 

松山課長補佐より、ガイドライン（案）につ

いての説明があり、各章ごとにガイドライン

（案）の審議が行われました。以下、各章ごと

の議論について、議論や意見があった章のみに

ついて掲載します。 

 

【【委委員員かかららのの意意見見・・質質問問】】  

1. 背景 

・日本が検討を始める前に、WHO やコーデック

スが包装前面栄養表示ガイドラインを公表

していることを示すために、当該公表年の

「2021 年」を挿入して欲しい。 

→（消費者庁）挿入することとしたい。 

 

3. 定義 

・案には、「本取組は、当該食品の熱量、たん

ぱく質…」とあるが、わかりやすくするため

に「1食分当たりの」という文言を追加して

はどうか。 

→（消費者庁）「当該食品の」の後に「1食

分当たりの」という文言を追加する。 

4. ガイドラインの範囲 

・「通常、人が当該食品を 1回に摂取する量と

して」という文言があるが、「人が」という

部分は削除するか「消費者が」としてはどう

か。 

→（消費者庁）誰が摂取するのかを入れた方

が良いことから、「消費者が」としたい。 

 

5. 基本的な表示方法 

（2）食品単位 

・この章には、「1 食分」と「1 食分の量」と

いう表現が混在しているため、言葉の使い方

に整合性を持たせてほしい。 

→（消費者庁）ガイドラインの最終版を作成

する際に、ご意見を踏まえて作成したい。 

（4）栄養素等表示基準値に占める当該量の割合 

・「前述の『（3）栄養成分等の量』において

算出した…」とあるが、「に基づいて表示し

た」に修正してはどうか。 

→（消費者庁）ご意見の通りに修正したい。 

（6）様式に用いる文字 

・前面栄養表示の視認性を高めるためには、各

栄養成分表示の数値の部分を、kcal 等の単

位のフォントよりも大きくするべきではな

いか。 

→（消費者庁）ご意見の通りに修正を検討し

たい。 

 

6. 販売時と摂取時の栄養成分等の量にかい離

が生じる食品の取り扱い 

（1）販売時と摂取時の栄養成分等の量にかい

離が生じる食品の範囲 

▲ 検討会の様子 
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・販売時と摂取時の栄養成分等の量にかい離

が生じる食品の範囲の 1つとして、「一般的

に牛乳等の単品を加え、調理を伴わないもの」

という文言があるが、（2）摂取時の状態に

おける栄養成分等の量を表示する際の留意

点においては、「調理に用いる食品の種類や

その量がわかるよう調理方法を表示する」と

いう記載があり、ここでいう「調理」には湯

切りや塩抜きも入るかどうかわかりにくい。

「一般的に牛乳等の単品を加え、調理を伴わ

ないもの」という文言を「一般的に牛乳等の

単品を加えるもの」に修正してはどうか。 

→（消費者庁）そのように修正したい。 

 

（2）摂取時の状態における栄養成分等の量を

表示する際の留意点 

・「調理に用いる食品の種類やその量が分かる

調理方法については、日本版包装前面栄養表

示の様式の近接した箇所に表示することを

原則とする」とあるが、例えば、牛乳のみを

加える食品については近接した場所ではな

く、様式の「1 食分（1 袋当たり）」のとこ

ろに「牛乳 100ml を加えた場合」と書き足せ

るのか、それとも別に近接した部分に記載し

なければならないのか。 

→（消費者庁）そのように書き足していただ

いて問題ないと考える。 

・そうであれば、ガイドラインの中にわかりや

すく記載して欲しい。 

・「1食分」の部分に書き加える場合の具体例

を入れる必要はないのか。 

→（消費者庁）今後、普及啓発用の資料を作

成する予定にしている。詳しい記載例など

はそこで紹介することとしたいので、ガイ

ドラインでは詳細な例を記入することは

避けたい。 

〈参考情報〉日本版包装前面栄養表示ガイドラ

インに関する Q＆A 

・問 5 に日本版包装前面栄養表示の対象外で

ある栄養成分を追加する場合について書か

れているが、逆に対象となる栄養成分を省く

場合の問いについても新たに追加し、できな

いことを書いておいた方が良い。 

→（消費者庁）問 5の前後に新たな問いとそ

の回答を追加する。 

・問 11 シリーズ製品の⼀部に日本版包装前面
栄養表示を導入することは可能かとの回答

で、「本ガイドラインは導入の方法を強制す

るものではない」と書かれているが、できる

ところから導入して欲しいという積極的な

意味合いの文言に書き換えてほしい。 

→（消費者庁）ご指摘いただいた文言につい

ては適切に修正したい。 

 

■ そそのの他他  

 

松山課長補佐より、令和 7年度の日本版包装

前面栄養表示に関する検討会の開催スケジュ

ールについて説明がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本検討会の資料は消費者庁 WEB ページ（htt

ps://www.caa.go.jp/policies/policy/food_l

abeling/meeting_materials/review_meeting_

013/042598.html）からご覧いただけます。 

 

（資料 1（別紙 1）より） 
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１１．．ははじじめめにに    

 

日本は世界有数の長寿国であり、2020 年時

点の平均寿命は男性 81.56 歳、女性 87.71 歳

に達している（厚労省・完全生命表）1。一方

で、健康寿命（WHO が提唱、平均寿命から寝た

きりや認知症など介護状態の期間を差し引い

た期間）は男性 72.68 歳、女性 75.38 歳（2019

年）と、平均寿命との差がそれぞれ約 8.73 年、

12.07 年（2019 年、最新値は 2022 年）存在す

る 2。これは、人生の最終段階において介護や

医療への依存が高まることを意味し、個人の

QOL（生活の質）や社会保障費の増加に直結す

る課題である。 

このような背景から、健康寿命の延伸は国

民的・政策的な重要課題となっており、近年

では「老化そのものを制御する」研究や、「食

品による予防的介入」に注目が集まっている。 

 

22．．健健康康寿寿命命延延伸伸にに向向けけたた政政策策のの状状況況  

 

厚生労働省は「健康日本21（第一次～三次）」

をはじめとする国民健康づくり運動を推進し

ており、多方面から健康寿命の延伸を図って

いる 3。第三次（2024 年～2035 年）では、2022

年時点での健康寿命を 2035 年までに男女と

も 3 年以上延ばすことを目指すとともに、平

均寿命との差の縮小を目標としており、生活

習慣病予防、認知症対策などに加え、食品や

栄養の役割も明確に位置づけられている。 

「健康日本 21」の目標実現を技術面・科学

的側面から支援する取組の一つとして、2014

～2018 年、内閣府の戦略的イノベーション創

造プログラム（SIP）「機能性農林水産物・食品

による身体ロコモーション機能維持に着目し

た科学的エビデンスの獲得及び次世代機能性

農林水産物・食品の開発」が進められた 4。本

プロジェクトは、食事（機能性食品）を通じて

身体機能を維持・改善し、健康寿命の延伸に

資する科学的根拠と商品開発を目指すもので

ある。プロジェクトの成果としては、食品に

含まれる機能性成分（ポリフェノール、ω-3

脂肪酸、ビタミン D、タンパク質など）を対象

に、筋力維持・骨の健康・関節機能改善への効

果を評価、動物実験・臨床試験を通じて、ロコ

モーション機能（歩行・筋力・バランス能力）

への影響を科学的に検証したうえ、特定の機

能性食品がサルコペニア（加齢による筋量・

筋力の著しい低下）予防に有効であることの

臨床エビデンスを得ている。 

 

３３．．老老化化研研究究のの最最新新動動向向  

 

ヒトの老化は細胞老化の結果であり、老化

細胞の割合が増加することにより進行すると

考えられている。細胞老化は、不可逆的な細

胞周期停止状態であり、DNA 損傷、テロメア短

縮ⅰ、腫瘍性ストレスなどへの応答として生じ

業 界 の動 向 

老老化化研研究究のの進進展展とと  

老老化化をを防防ぐぐ食食品品開開発発のの動動向向  

公益社団法人 日本技術士会 登録 食品産業関連技術懇話会 会員 

技術士（生物工学部門） 吉吉田田  存存方方  
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る。特徴として老化関連β‑ガラクトシダーゼ

の発現や、変形した細胞形態、SASP（老化関連

分泌表現型）の獲得が含まれる。SASP はサイ

トカインⅱやケモカインの分泌を通じて周囲の

細胞や組織に機能不全や炎症反応を引き起こす。 

老化は生活習慣病とも密接に関係している。

糖尿病ではインスリン標的組織や膵β細胞に

老化細胞が蓄積し、インスリン抵抗性や分泌

機能低下が引き起こされる。動脈硬化では、

血管内皮や平滑筋細胞の老化が炎症を誘発し、

プラークの形成や血管の硬化を助長する。加

齢による筋肉量の低下（サルコペニア）や骨

密度の減少は、ロコモティブシンドロームと

呼ばれる運動機能低下をもたらし、転倒や寝

たきりのリスクを高める。また、腸内細菌叢

の加齢変化により、短鎖脂肪酸産生菌の減少

や腸管バリア機能の低下が慢性炎症や代謝異

常を引き起こすことも明らかとなっている。 

これらの老化に起因する病態を予防・改善

するための介入として、老化細胞を選択的に

除去（セノリシス）する「セノリティクス」の

医薬開発も進行中である。さらに、腸内環境

の改善や、AMPK/TGR5 といった代謝センサー

の活性化を通じた食によるアプローチも期待

されており、科学的根拠に基づく多面的な戦

略が、健康寿命の延伸に向けた新たな道を切

り開いている（表 1）。 

 

４４．．老老化化をを防防ぐぐ食食品品のの開開発発動動向向  

 

11））機機能能性性食食品品のの分分類類とと制制度度  

日本では、健康食品は表 2 の 3 分類に整理

表１．主要な老化研究の状況 

トピック 要点 主な研究機関 文献 
細胞老化と SASP 細胞老化による SASP が老化や疾患

進展の鍵。SASP 制御や老化細胞除去
薬に注目。 

バック研究所（米）、東京
大学 など 

5 

エピジェネティクス・
老化時計 

DNA メチル化などのエピジェネティ
ック変化が老化度（生物学的年齢）を
反映。 

UCLA（米）、理化学研究
所 など 

6 

ミトコンドリア機能
と老化 

ミトコンドリアの機能低下や酸化ス
トレスが老化促進に関与。 

カリフォルニア大、京都
大学 など 

7 

セノリティクス（老化
細胞除去薬） 

老化細胞を選択的に除去する薬（セノ
リティクス）が健康寿命延伸の新戦
略。臨床応用が進む。 

メイヨークリニック
（米）、東京大学 

8 

若返り・リプログラミ
ング 

Yamanaka 因子などによる細胞の初
期化・若返り技術。動物モデルで老化
指標の改善が報告。 

京都大学 iPS 研、ソーク
研究所（米） 

9 

表２．日本の機能性食品制度 
分類 許認可制度 表示可能な内容・品目数 

特定保健用食品（トクホ） 消費者庁長官の許可 科学的根拠に基づく保健効果 
2022 時点で 1000 件以上 

栄養機能食品 規格基準を満たせば届出不要 栄養成分の機能表示（例：カルシウ
ムは骨の形成に必要） 

機能性表示食品 事業者責任で届出 科学的根拠に基づく機能性 
2020 年時点で 5000 件を超える 
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されている。 

これらの制度により、食品による予防的介

入が科学的根拠に基づいて消費者に提供され

るようになり、消費者の選択肢が広がる一方、

根拠の質や表示の分かりやすさにばらつきが

あり、誤認や安全性への課題も指摘されてい

る。国立研究開発法人・医薬基盤・健康・栄養

研究所では機能性食品に関する啓蒙と情報提

供を行っている 10。 

 

22））老老化化研研究究のの観観点点でで期期待待さされれるる食食品品成成分分  

老化研究の進展に伴い、老化抑制の効果が

期待される食品が多数開発されている（表3）。
従来の抗酸化、抗炎症、代謝改善成分に加え、

糖尿病などの生活習慣病やロコモティブシン

ドロームの詳細な発症メカニズムを踏まえた

新たな成分も見出されている。東京大学の佐

藤隆一郎らの研究では、筋肉や脂肪組織など

で発現している胆汁酸受容体 TGR5 の活性化

が老化細胞の炎症抑制や代謝改善、筋肉量の

増加に有効であることが示され、TGR5 を標的

とした食品成分（例：柑橘類由来のノミリン）

の開発を進めている。また、運動の効果を模

倣した作用を発揮する食品成分として「運動

機能性食品」なる概念も提唱している 11。 

 

55．．おおわわりりにに  

 

老化研究と食品開発は、科学・政策・産業の

三位一体で進化しており、健康寿命の延伸に

向けた実践的な手段として大きな可能性を秘

めている一方、「健康の維持・増進」や「体調

管理」をサポートするものであり、病気の治

療・診断・予防を目的とする医薬品のような

明確な効果や即効性は期待できない。今後は、

明確な科学的根拠に基づいた製品の普及と、

個人のライフスタイルに応じた選択が鍵とな

ると思われる。 

 

 

表 3．老化抑制効果が期待される主な食品成分 

成分名 主な作用 文献 
レスベラトロール 
（ポリフェノール） 

サーチュイン活性化、抗酸化、抗炎症、寿命延長（マウス） 12 

NMN（ニコチンアミ
ドモノヌクレオチド） 

NAD+増強、サーチュイン活性化、ミトコンドリア機能改善 13 

ケルセチン 
（ポリフェノール） 

SASP 発現・分泌抑制、セノリティクス作用、抗酸化、炎症抑制 14 

ω -3 脂 肪 酸
（EPA/DHA） 

抗炎症、認知機能維持、心血管疾患予防 15 

βコングリシニン（大
豆タンパク質） 

血中コレステロールの低下、心臓病発症リスクの軽減、肥満予防 16 

ビタミンD 骨・筋肉機能維持、免疫調整、フレイル予防 17 

ノミリン（柑橘由来リ
モノイド） 

TGR5 受容体活性化による炎症抑制、代謝改善、老化細胞抑制 18 

これらのうち、βコングリシニンとノミリンを除き、その成分を含む機能性表示食品やサプリメ
ントが開発され、国内外で市場が拡大している。特に NMN は日本市場だけで 2024 年に約 159 億
円規模と推定されている。 
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ⅰ テロメアとは、（特徴的な繰り返し配列をもつ DNA と、様々なタンパク質からなる染色体の末端にある構造。

細胞分裂ごとに短縮し、細胞の老化や寿命に関与する。 

ⅱ 細胞から分泌されるタンパク質であり、細胞間相互作用に関与する生理活性物質の総称。また、白血球が傷害

箇所に集まるための走化性サイトカインをケモカインという。 
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JAS 協会員の認証機関において、新規認証された JAS 認証工場をご紹介します。 
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認証に係る農林物
資の種類又は 
農林物資の取扱い
等の方法の区分 

認証に係るほ場、工場若しくは 
事業所の名称及び所在地 

認証 
年月日 

認証 
番号 

認証機関の 
名称又は略称 

株式会社遠州米穀 
静岡県磐田市高見丘 1203 精米 株式会社遠州米穀 精米工場 

静岡県磐田市高見丘 1203 
2025 年 

6 月 27 日 
SJ32-
001 

（一社）日本
精米検査認証

協会 
 

新規JAS認証工場のご紹介  

2025.9 ◆ JASと食品表示　35



36　JASと食品表示 ◆ 2025.9









JASマークは
安全・安心の認証マーク

2025年9月1日発行  第60巻9号（毎月1回1日発行）通巻677号　　年間購読料　¥11,000 （税込）　送料無料

Ｊ
Ａ
Ｓ
と
食
品
表
示　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
５
年　　

９
月
号

Ｊ  

Ａ  

Ｓ  

協  

会

丸山製茶株式会社 
　　　　執行役員 品質保証部長　田實 菜穂子 氏

一般社団法人 日本農林規格協会（JAS協会）
〒103-0026　東京都中央区日本橋兜町15番12号　八重洲カトウビル4階

Tel.（03）3249-7120　Fax.（03）3249-9388
ホームページアドレス　https://www.jasnet.or.jp


